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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

福
岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部
紀
要

「
文
藝
と
思
想
」
第
八
二
号
　
二
〇
一
八
年
二
月
　
一
九
～
三
一
頁

［
研
究
ノ
ー
ト
］

福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

渡
　
邉
　
　
　
俊

は
じ
め
に

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
に
、
日
本
で
初
め
て
の
公
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し
た
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校（

（
（

は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
福
岡
女
専
卒
業
者
の
進
路
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
時
の
代
表
的
な
女
子
高
等
教
育

機
関
で
あ
っ
た
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
進
路
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
く
に
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
稀

で
あ
っ
た
帝
国
大
学
入
学
を
は
た
し
た
女
性
た
ち
に
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
た
ち
を
近
代
女
性
史
・
女
子
高
等
教
育
史
の

流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
代
表
的
か
つ
総
合
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
佐
々
木
啓
子
氏（

（
（

や
湯
川
次
義
氏（

（
（

の
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
方
法
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
種
学
校
の
沿
革
史
や
『
文
部
省
年
報
』
と
い
っ
た
資
料

に
止
ま
ら
ず
、
公
文
書
か
ら
個
別
事
例
に
い
た
る
ま
で
の
膨
大
な
一
次
資
料
を
蒐
集
分
析
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
東
北
帝
国
大
学
の
女

子
学
生
の
動
向
を
検
討
し
た
永
田
英
明
氏
の
研
究（

（
（

も
ま
た
、
一
次
資
料
と
い
え
る
「
学
生
原
簿
」
の
分
析
が
主
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
一
次
資
料
の
綿
密
な
分
析
か
ら
多
く
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
も
、
先
行
研
究
の
方
法
に
学
び
、
で
き
る
限
り

一
次
資
料
を
用
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

第
一
章　

卒
業
生
の
進
路
の
概
要

一
九
三
七
年
、
同
窓
会
組
織
で
あ
る
筑
紫
海
会
が
四
月
末
日
時
点
で
の
福
岡
女
専
卒
業
者
の
状
況
を
一
覧
表
【
表
１
】
に
ま
と
め
て

い
る（

（
（

。
帝
国
大
学
入
学
者
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
こ
の
【
表
１
】
を
も
と
に
、
文
科
と
家
政
科
の
二
科
体
制
で
出
発
し
た
福
岡

女
専
初
期
の
卒
業
者
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
道
に
進
ん
だ
の
か
、
そ
の
進
路
の
概
要
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

【
表
１
】
を
通
覧
し
て
指
摘
し
得
る
特
徴
の
一
つ
は
、
教
職
に
従
事
す
る
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
佐
々

木
啓
子
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
佐
々
木
氏
は
、
一
九
九
五
年
に
筑
紫
海
会
が
お
こ
な
っ
た
同
窓
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
と
づ
き
、

一
九
二
六
年
～
三
二
年
卒
業
世
代
六
八
名
の
動
向
を
分
析
し
て
い
る
。
結
果
、「
就
職
率
は
当
時
の
女
子
専
門
学
校
の
平
均
的
就
職
率
三

三
・
七
％
（『
文
部
省
年
報
』
一
九
三
二
年
）
よ
り
約
一
三
％
も
高
い
」、
な
か
で
も
初
職
を
圧
倒
的
に
教
職
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら

福
岡
女
専
の
「
教
職
就
職
率
は
き
わ
め
て
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
」
と
評
価
し
た（

（
（

。

一
九
二
六
年
～
三
二
年
の
卒
業
世
代
は
、【
表
１
】
で
は
第
一
回
～
第
七
回
の
卒
業
生
に
あ
た
る
。
仮
に
、
こ
の
第
一
回
～
第
七
回
卒

業
生
全
体
の
就
職
率
を
、「
就
職
者
計
」
と
「
結
婚
者
計
」
の
総
和
と
、「
就
職
者
計
」
と
「
結
婚
者
ノ
就
職
計
」
の
総
和
（
就
職
者
の

総
数
）
か
ら
求
め
て
み
る
と
、
約
二
七
・
九
％
と
い
う
数
字
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
計
算
式
に
て
第
一
回
～
第
七
回
の
卒
業
年
別

の
就
職
率
を
求
め
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
約
二
一
・
八
％
～
三
二
・
六
％
の
あ
い
だ
で
推
移
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
こ
の
【
表
１
】
か
ら
は
、「
結
婚
者
計
」
の
な
か
に
そ
も
そ
も
就
職
経
験
者
（
た
と
え
ば
卒
業
と
と
も
に
就
職
し
た
が
、
調

査
時
点
で
は
退
職
し
て
い
る
者
な
ど
）
が
ど
れ
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
ま
で
は
判
別
で
き
な
い
。
し
か
も
遺
漏
や
間
違
い

が
ま
っ
た
く
無
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
導
き
出
し
た
右
の
就
職
率
は
あ
く
ま
で
も
参
考
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な

い
が
、
福
岡
女
専
の
就
職
率
自
体
に
つ
い
て
は
他
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
高
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
可
能
性
が
あ
る（

（
（

。
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

就
職
率
が
高
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
に
は

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
佐
々
木
氏
が

指
摘
す
る
教
職
に
就
く
者
が
圧
倒
的
に
多
い
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
数
値
だ
け
で
な
く
、
そ

も
そ
も
学
校
関
係
と
「
其
他
」
と
の
二
区
分
で

も
っ
て
就
職
者
数
を
把
握
し
て
い
る
点
か
ら
も

認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
昭
和
一
二
年
四
月
以
降

に
つ
い
て
も
福
岡
女
専
は
毎
年
一
定
数
の
教
職

従
事
者
を
輩
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
た
と
え

ば
『
文
部
省
年
報
』（
昭
和
一
七
年
度
）
の
「
一

般
専
門
学
校
本
科
前
年
度
卒
業
者
の
卒
業
後
の

状
況
　
昭
和
一
八
年
三
月
一
日
調（

（
（

」
に
よ
れ
ば
、

当
該
年
度
の
福
岡
女
専
卒
業
生
の
う
ち
二
六
名

が
学
校
教
職
員
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
こ
の
【
表
１
】
か
ら
指
摘
し
得
る
進
路

の
特
徴
は
、
昭
和
一
二
年
ま
で
に
大
学
進
学
者

が
三
名
を
数
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し

大
学
進
学
者
に
つ
い
て
は
、
よ
り
正
確
を
期
す

た
め
に
学
生
名
簿
を
用
い
て
進
学
者
数
と
そ
の

詳
細
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
考
察
の
核
と
な
る

回
　
科

在
　
籍

並
在
学

研
究
科
卒

並
在
学

大
学
卒

死
　
亡

現
在
数

就
職
者
計

専
　
門

中等学校 実
業
青
年

高
小
尋
小
其
他

就 

職 

計

結
婚
者
ノ

結婚者ニシテ就職セル者 結
婚
者
計

県
　
立

市
町
立

私
　
立

中
等

青
年

実
業

高
小

尋
小

其
他

１文 48 26 4 44 12 1 3 1 2 1 2 2 4 3 1 31
１家 45 10 0 45 4 2 1 1 2 2 31
２文 47 25 5 42 6 2 1 3 2 1 1 33
２家 45 2 43 11 6 1 3 1 10 7 3 39
３文 43 27 1 1 42 12 2 1 1 5 3 7 2 1 2 2 30
３家 42 2 3 39 4 1 2 1 35
４文 54 41 3 51 8 3 2 2 1 2 2 34
４家 51 2 3 48 7 2 2 1 2 4 1 1 1 1 38
５文 42 30 1 0 42 6 1 1 1 1 2 23
５家 47 3 44 9 2 2 1 3 1 4 3 1 30
６文 38 21 0 38 9 1 3 1 4 1 18
６家 36 1 35 3 1 2 25
７文 34 14 3 31 5 1 3 1 1 1 21
７家 33 1 32 10 2 2 2 2 2 1 1 18
８文 37 24 1 36 7 2 5 1 1 11
８家 41 1 40 8 2 1 2 1 2 13
９文 29 11 0 29 7 1 1 5 11
９家 36 4 0 36 9 7 2 15
10文 36 12 1 1 35 9 2 5 2 4
10家 42 0 42 9 1 1 6 1 12
11文 39 18 0 39 5 2 1 2 2
11家 39 1 38 4 2 2 7
12文 35 11 0 35 1 1 0
12家 45 0 45 13 1 5 1 3 3 1
計 984 278 3 33 951 178 1 31 3 13 46 20 44 20 38 19 5 1 10 3 482

【表１】「福岡県女子専門学校卒業生一覧表　昭和十二年四月末日現在」
　　　 （福岡県女子専門学校筑紫海会「名簿」昭和12年6月所載）
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こ
と
か
ら
、
章
を
か
え
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
章　

帝
国
大
学
へ
の
入
学
者

１　

女
性
の
帝
国
大
学
入
学
を
め
ぐ
る
動
向

旧
制
の
大
学
が
、
ほ
ぼ
男
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
一
年
の
大
学
の
女
性
在

籍
者
数
の
割
合
は
、
全
体
の
わ
ず
か
〇
・
四
二
％
で
あ
っ
た（

（
（

。
高
等
女
学
校
か
ら
専
門
学
校
・
高
等
師
範
学
校
に
女
性
が
進
学
す
る
こ

と
す
ら
、
め
ず
ら
し
い
時
代
で
あ
る
。
大
学
に
女
性
が
進
学
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。

女
性
が
大
学
に
入
学
す
る
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
で
の
こ
と
で

あ
る
。
一
九
一
三
年
、
黒
田
チ
カ
・
丹
下
ウ
メ
・
牧
田
ら
く
、
の
三
名
が
同
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
で
初
め
て
の
女
子

大
学
生
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
継
続
的
に
女
性
が
大
学
へ
入
学
で
き
る
環
境
が
整
う
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
一
〇
年
の
時
を
費

や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
二
二
年
、
女
性
の
大
学
入
学
に
関
し
て
新
た
な
動
き
が
出
て
く
る
。
九
州
帝
国
大
学
総
長
か
ら
の
「
大
学
令
」（
一
九
一
八
年
）

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
文
部
省
が
、「
大
学
令
」
は
女
性
の
大
学
入
学
を
認
め
て
い
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。
こ

の
文
部
省
の
見
解
は
、
翌
年
の
一
九
二
三
年
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
と
同
志
社
大
学
と
が
女
性
の
入
学
を
認
め
た
こ
と
か
ら
事
実

化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
と
く
に
東
北
帝
大
法
文
学
部
は
、
開
設
当
初
よ
り
傍
系
入
学
有
資
格
者
と
し
て
女
子
高
等
師
範
学
校
卒

業
者
を
規
程
に
明
記
し
て
お
り
、
一
九
二
五
年
に
は
傍
系
入
学
有
資
格
者
と
し
て
専
門
学
校
卒
業
者
を
も
規
程
に
明
記
す
る
に
い
た
っ

た（
（1
（

。一
九
二
四
年
の
文
部
省
告
示
第
二
四
号
は
、
右
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
発
令
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
告
示
は
、「
官
立
及
公
立
ノ
専

門
学
校
」
を
大
学
入
学
の
正
系
ル
ー
ト
で
あ
る
「
高
等
学
校
大
学
予
科
ト
同
等
以
上
ト
指
定（
（1
（

」
し
た
こ
と
に
そ
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。

こ
の
告
示
発
令
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
高
橋
次
義
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
告
示
は
、
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

女
子
専
門
学
校
卒
業
者
が
大
学
学
部
に
傍
系
入
学
で
き
る
た
め
の
法
的
基
盤
を
築
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
公
立
専
門
学
校
が
高
等
学
校
・
大
学
予
科
と
同
等
の
教
育
機
関
で
あ
る
と
制
度
上
、
認
定
さ
れ
た
こ
の
告
示
に
よ
っ
て
、

公
立
女
子
専
門
学
校
で
あ
る
福
岡
女
専
か
ら
帝
国
大
学
入
学
へ
の
正
系
入
学
ル
ー
ト
が
築
か
れ
た
と
当
時
の
人
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。「
女
子
が
大
学
に
進
む
途
　
唯
一
の
福
岡
女
専
　
女
子
高
師
は
資
格
が
な
い
　
文
部
省
で
大
学
予
科
以

上
と
認
む
」
と
題
し
た
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
四
年
二
月
一
五
日
朝
刊
の
記
事（
（1
（

を
掲
げ
よ
う
。

今
回
文
部
省
告
示
第
廿
四
号
を
以
て
高
等
学
校
大
学
予
科
と
同
等
以
上
と
指
定
せ
ら
れ
た
学
校
の
う
ち
に
福
岡
女
子
専
門
学
校
が

此
れ
に
包
含
せ
ら
れ
た
の
で
福
岡
女
子
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
男
子
学
生
と
何
等
の
差
別
な
く
官
制

上
明
確
に
何
れ
の
帝
国
大
学
に
も
入
学
し
得
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
我
国
に
於
て
女
子
が
正
当
の
順
路
を
経
て
帝
大
に
入

学
し
得
る
最
初
の
路
が
開
か
れ
た
然
も
現
在
に
於
て
は
女
子
が
帝
大
に
入
学
し
得
る
学
校
と
し
て
は
福
岡
の
女
専
の
み
で
あ
る
。

福
岡
女
専
初
代
校
長
の
小
林
照
朗
は
、
福
岡
女
専
が
大
学
予
科
の
資
格
を
得
た
最
初
の
女
子
の
学
校
と
な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
上
で
、

「
文
科
の
出
身
者
等
で
帝
大
へ
の
志
望
者
は
出
て
来
や
う
が
将
来
は
文
科
を
本
科
三
年
、
研
究
科
一
年
と
し
帝
大
に
入
学
せ
ん
と
す
る
人

は
本
科
修
了
後
直
に
之
に
向
ひ
女
専
と
し
て
の
完
備
し
た
教
育
を
受
け
る
人
の
為
め
に
は
更
に
一
年
の
研
究
科
を
修
了
せ
し
め
度
い
と

考
へ
て
居
る
」
と
の
抱
負
を
同
紙
に
語
っ
て
い
る
。

福
岡
女
専
に
続
く
大
阪
府
立
女
子
専
門
学
校
の
開
校
が
一
九
二
四
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
未
だ
大
阪
女
専
が
開
校
さ
れ
て

い
な
い
二
月
の
告
示
段
階
で
は
「
福
岡
女
専
は
全
国
で
女
子
が
大
学
に
進
む
唯
一
の
途
と
な
っ
て
居
る
程
で
あ
る（
（1
（

」
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
福
岡
女
専
卒
業
者
が
、
高
等
学
校
卒
業
者
と
同
等
に
扱
わ
れ
、「
正
当
の
順
路
」
を
経
て
帝
国
大
学
の
本
科
に
入
学
し
た
形

跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
は
り
実
態
は
、
傍
系
入
学
が
普
通
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
聴
講
生
を
経
て

本
科
へ
進
む
コ
ー
ス
が
、
女
性
が
大
学
の
本
科
生
と
な
る
道
筋
と
し
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後

述
し
た
い
。
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さ
て
、
文
部
省
告
示
第
二
四
号
の
発
令
か
ら
数
え
て
七
年
後
の
一
九
三
一
年
四
月

に
、
二
名
の
福
岡
女
専
卒
業
者
が
東
北
帝
大
法
文
学
部
に
入
学
し
て
い
る
。
一
名
は

本
科
生
と
し
て
、
一
名
は
聴
講
生
（
翌
年
に
本
科
へ
編
入
）
と
し
て
の
入
学
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
七
名
の
福
岡
女
専
卒
業
者
が
帝
大
に
入
学
す
る
。
そ
の
七
名
が
在
籍

し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
で
あ
っ
た
。

２　

帝
国
大
学
に
入
学
し
た
福
岡
女
専
卒
業
者

ま
ず
は
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
福
岡
女
専
卒
業
者
九
名
に
つ
い
て
、
本
科
入
学
年
・

本
科
卒
業
年
・
聴
講
生
経
験
・
専
攻
を
中
心
に
【
表
２
】「
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
福

岡
女
専
卒
業
者
一
覧
」
に
ま
と
め
る（
（1
（

。
な
お
、
帝
国
大
学
入
学
を
は
た
し
た
九
名
は
、

す
べ
て
文
科
の
卒
業
で
あ
る（
（1
（

。

こ
の
九
名
の
な
か
に
は
、
主
に
平
安
時
代
の
古
典
文
学
に
関
す
る
多
く
の
業
績
を

残
し
た
福
岡
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
目
加
田
さ
く
を
（
旧
姓
は
瀬
利
）、
九
州
大
学
初

の
女
性
教
授
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
城
野
節
子（
（1
（

が
含
ま
れ
る
。

３　

東
北
帝
国
大
学
へ
の
入
学
者

さ
て
、
こ
の
【
表
２
】
を
一
覧
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
福
岡
女
専
か
ら
初
め
て

大
学
に
入
学
し
た
女
性
が
東
北
帝
国
大
学
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

東
北
帝
大
は
、
女
性
へ
の
門
戸
開
放
を
す
す
め
た
大
学
と
し
て
当
時
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
。
黒
田
チ
カ
・
丹
下
ウ
メ
・
牧
田
ら
く
の
三
名
が
女
性
と
し
て
初
め
て
帝
大

に
む
か
え
ら
れ
た
後
、
女
子
学
生
の
受
け
入
れ
は
止
む
も
の
の
、
再
び
一
九
二
三
年

【表２】帝国大学に入学した福岡女専卒業者一覧

福岡女専
文科卒業年

東北帝大 九州帝大
専　攻 備　　　考

入学年 卒業年 聴講生 入学年 卒業年 聴講生

1928 1931 1934 法律

1930 1932 ○ ○ 不明
九州帝大の聴講生を経て、聴講生
として1931年に東北帝大に入学。
翌年に本科へ編入。

1930 1940 1942 ○ 国文学 大学卒業後に九州帝大大学院へ進学

1932 1934 1937 ○ 国史学

1935 1937 ○ 不明

1935 1943 1947 ○ 仏文学 大学卒業後に大学院奨学生となる

1936 1938 1941 ○ 国文学

1941 1947 1950 哲学

1944 1946 1949 中国文学
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

以
降
か
ら
継
続
的
な
女
子
学
生
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

女
子
学
生
の
継
続
的
な
受
け
入
れ
に
貢
献
し
て
い
た
の
は
、
と
く
に
法
文
学
部
で
あ
っ
た
。
東
北
帝
大
初
代
法
文
学
部
長
の
佐
藤
丑

次
郎
は
、「
女
子
な
る
が
故
に
大
学
入
学
を
拒
ま
る
べ
き
理
由
は
如
何
に
考
へ
て
も
発
見
さ
れ
な
い
」、「
寧
ろ
積
極
的
に
正
式
に
女
子
の

為
め
に
門
戸
を
開
放
す
る
の
が
道
で
は
な
い
か
」、「
元
来
東
北
大
学
が
自
由
を
生
命
と
し
て
ゐ
る
。
法
文
学
部
も
こ
の
精
神
に
副
ふ
や

う
に
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（
（1
（

。

『
東
北
帝
国
大
学
一
覧
』
に
よ
れ
ば
一
九
三
一
年
に
法
文
学
部
へ
入
学
し
た
者
は
二
二
〇
名
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
女
性
と
思
わ
れ
る

の
は
、
わ
ず
か
に
三
名
で
あ
る
。
こ
の
三
名
の
う
ち
の
二
名
が
福
岡
女
専
卒
業
者
で
あ
る
。
ち
な
み
に
三
名
の
う
ち
の
も
う
一
人
は
、

英
文
学
を
専
攻
し
た
宮
城
女
専
出
身
の
平
出
サ
ダ
子
で
あ
り
、
後
に
平
出
は
一
九
三
四
年
三
月
二
六
日
、
文
学
士
の
学
位
を
取
得
し
て

卒
業
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
と
き
平
出
の
ほ
か
に
法
文
学
部
を
卒
業
し
た
も
う
一
人
の
女
性
が
い
た
。
そ
の
女
性
が
、
平
出
と
と
も
に
入
学
し
た
福
岡
女
専

出
身
の
塩
川
幾
久
で
あ
る
。『
婦
女
新
聞
』
は
学
士
号
を
取
得
し
た
平
出
と
塩
川
の
栄
誉
を
称
え
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る（
（1
（

。

法
学
士
と
文
学
士

　
東
北
大
学
を
出
る
二
女
性

今
春
の
卒
業
期
は
あ
ち
こ
ち
の
大
学
か
ら
婦
人
学
士
巣
立
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
る
。
東
京
か
ら
は
本
号
に
紹
介
の
工
学
士
織

原
嬢
に
文
理
大
の
理
学
士
湯
浅
年
子
嬢
が
あ
る
が
、
毎
年
の
東
北
大
学
か
ら
は
法
文
学
部
の
法
学
士
塩
川
幾
久
嬢
と
文
学
士
の
平

出
サ
ダ
子
嬢
の
二
人
が
出
る
。
塩
川
嬢
は
福
岡
高
女
、
福
岡
女
専
を
経
て
東
北
大
学
に
入
学
し
た
も
の
で
、
成
績
頗
る
優
秀
、
特

に
佐
藤
博
士
の
憲
法
は
抜
群
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
平
出
嬢
は
宮
城
女
専
の
英
文
科
出
身
、
英
文
学
専
攻
で
、
卒
業
論
文
は
シ
エ
レ
ー

研
究
。

塩
川
に
憲
法
学
を
教
授
し
た
「
佐
藤
博
士
」
と
は
、
先
に
ふ
れ
た
初
代
法
文
学
部
長
の
佐
藤
丑
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
女
子
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学
生
が
文
科
系
の
学
問
分
野
を
専
攻
す
る
な
か
で
、
塩
川
は
法
律
を
専
攻
し
た
。
塩
川
の
在
学
中
の
成
績
は
非
常
に
優
秀
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
と
く
に
憲
法
学
で
は
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
て
、
法
学
士
の
学
位
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。

塩
川
幾
久
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
注
目
す
べ
き
経
歴
を
も
つ
こ
と
か
ら
「
学
生
原
簿
」
に
も
と
づ
き
、
さ
ら
に
詳
し
く
み

て
い
き
た
い
。

出
身
学
校
（
福
岡
女
専
…
筆
者
註
）
調

　
性
質
　
意
志
強
固
ニ
シ
テ
鄭
重
、
親
切
、
頭
脳
明
晰
ニ
シ
テ
理
智
的

　
　
特
有
ノ
技
能
　
語
学
ニ
長
ズ
、
又
統
御
ノ
才
ア
リ
在
学
中
ハ
総
務
部
委
員
ヲ
努
ム

　
本
学
（
東
北
帝
国
大
学
…
筆
者
註
）
調

	

特
徴
　
一
、	�

法
律
専
攻
、
将
来
女
弁
護
士
タ
ラ
ン
ト
シ
テ
卒
業
後
更
ニ
民
事
訴
訟
法
ヲ
専
攻
ス
ヘ
ク
九
州
帝
大
大
学
院
ニ
入
学

セ
リ

	
	

所
属
学
生
団
体
名
　
一
、
芝
蘭
会

	
	

其
他
　
一
、	�

昭
和
八
年
五
月
京
大
事
件
起
ル
ヤ
男
子
学
生
ト
共
ニ
瀧
川
教
授
擁
護
運
動
ニ
活
動
セ
リ
高
代
会
議
交
渉
部
委
員
ト

シ
テ
教
授
等
ヲ
訪
問
怪
弁
ヲ
弄
セ
リ

	
	
	
	
	

二
、	�

昭
和
六
年
法
文
共
済
部
設
立
運
動
ニ
参
加
セ
ル
コ
ト
ア
リ

右
に
掲
げ
た
「
学
生
原
簿
」
中
、
大
学
側
が
「
其
他
」
の
と
こ
ろ
で
記
し
て
い
る
「
昭
和
八
年
五
月
京
大
事
件
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

瀧
川
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
瀧
川
事
件
と
は
、
瀧
川
幸
辰
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
の
著
書
の
発
禁
処
分
を
め
ぐ
り
、
同
法
学
部
教

授
会
に
よ
る
抵
抗
運
動
と
教
授
会
を
支
持
す
る
学
生
運
動
に
よ
る
一
連
の
事
件
の
こ
と
を
指
す
。

京
都
帝
大
を
震
源
と
す
る
こ
の
事
件
は
、
各
地
に
影
響
を
あ
た
え
、
東
北
帝
大
に
も
そ
の
波
が
押
し
よ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
文
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

学
部
学
生
の
出
身
校
を
基
礎
に
組
織
さ
れ
た
高
等
学
校
別
代
表
者
会
議
（
高
代
会
議
）
を
中
心
に
、
東
北
帝
大
に
お
い
て
も
こ
の
事
件

を
め
ぐ
り
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う（
（2
（

。

「
学
生
原
簿
」
に
よ
れ
ば
塩
川
は
、
こ
の
高
代
会
議
の
交
渉
部
委
員
と
し
て
法
文
学
部
教
授
等
へ
の
運
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
塩
川
は
、
学
生
運
動
に
参
加
し
た
女
子
学
生
の
嚆
矢
で
あ
る
と
言
っ
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う（
（2
（

。

ま
た
塩
川
に
は
、
大
学
入
学
前
に
五
ヵ
月
間
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
民
間
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
。
永
田
英

明
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
東
北
帝
大
入
学
前
に
何
ら
か
の
職
歴
を
も
つ
女
子
学
生
が
経
験
し
た
職
業
の
う
ち
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
学

校
教
員
で
あ
っ
た
。
教
職
以
外
の
職
歴
を
も
つ
女
性
は
極
め
て
少
な
い
。
塩
川
の
経
歴
は
、
そ
の
極
め
て
少
な
い
事
例
の
う
ち
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
塩
川
の
経
歴
に
は
、
福
岡
女
専
か
ら
民
間
会
社
勤
務
を
経
て
東
北
帝
大
へ
と
進
ん
だ
点
、
同
大
学
を
卒
業
し
て
法
学
士

の
学
位
を
取
得
し
た
点
、
当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
法
律
を
専
攻
し
て
将
来
は
「
女
弁
護
士
タ
ラ
ン
」
と
志
し
て
い
た
点
、
学
生
運

動
に
参
加
し
た
女
子
学
生
の
嚆
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
な
ど
、
い
く
つ
も
の
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
大
学
卒
業
後
、
塩
川
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。「
学
生
原
簿
」
で
は
、「
卒
業
後
更
ニ
民
事
訴
訟
法
ヲ
専
攻
ス
ヘ
ク
九
州
帝
大

大
学
院
ニ
入
学
セ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
学
院
へ
と
進
学
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
塩
川
が
九
州
帝
大
の
大
学
院
に
在
籍
し
た
こ
と
を

示
す
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
い
。
大
学
院
に
進
学
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

最
後
に
、
東
北
帝
大
を
塩
川
が
志
望
し
た
理
由
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
塩
川
の
ほ
か
に
同
時
期
に
は
、
も
う
一
人
の
福
岡
女

専
卒
業
者
が
東
北
帝
大
に
入
学
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
九
州
帝
大
法
文
学
部
が
す
で
に
女
性
の
入
学
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
両
名
が
東
北
帝
大
を
志
望
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
九
二
三
年
以
降
、
東

北
帝
大
法
文
学
部
が
継
続
的
に
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
と
い
う
そ
の
実
績
が
、
大
学
進
学
を
志
す
二
人
の
福
岡
女
専
卒
業
者
に

影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い（
（2
（

。
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４　

九
州
帝
国
大
学
へ
の
入
学
者

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
は
、
調
須
磨
子
と
織
戸
登
代
子
が
一
九
二
五
年
に
女
性
と
し
て
初
め
て
本
科
に
入
学
し
て
以
来
、
女
子
高

等
師
範
学
校
・
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
女
性
を
受
け
入
れ
て
き
た（
（2
（

。
こ
の
九
州
帝
大
法
文
学
部
に
、
瀬
利
さ
く
を
、
城
野
節
子
を
は
じ

め
七
名
の
福
岡
女
専
卒
業
者
が
本
科
生
と
し
て
入
学
す
る
。
帝
大
に
入
学
し
た
福
岡
女
専
卒
業
生
の
う
ち
、
東
北
帝
大
に
入
学
し
た
二

名
以
外
は
、
す
べ
て
九
州
帝
大
に
入
学
し
て
い
る
。

福
岡
女
専
か
ら
九
州
帝
大
に
入
学
し
た
者
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
科
に
入
る
前
年
に
同
大
法
文
学
部
聴
講

生
の
経
歴
を
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。
聴
講
生
の
経
歴
を
も
つ
五
名
の
本
科
入
学
年
は
、
す
べ
て
一
九
四
五
年
以
前
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
九
州
帝
大
法
文
学
部
の
聴
講
生
と
な
っ
た
福
岡
女
専
卒
業
者
は
三
三
名
を
数
え
る
。
こ
の
三
三
名
の
う
ち
の
五
名
が
本
科

生
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

永
田
英
明
氏
は
、
一
九
五
〇
年
ま
で
に
聴
講
生
と
し
て
東
北
帝
大
に
入
学
し
た
女
子
学
生
二
七
名
の
う
ち
、
実
に
二
四
名
が
本
科
生

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
北
帝
大
の
聴
講
生
制
度
が
女
子
学
生
に
と
っ
て
本
科
入
学
の
サ
ブ
・
コ
ー
ス
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

聴
講
生
を
経
て
九
州
帝
大
に
入
学
し
た
福
岡
女
専
卒
業
者
五
名
の
入
学
の
経
緯
ま
で
は
、
残
念
な
が
ら
「
学
籍
名
簿
」
か
ら
は
直
接

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
本
科
生
と
な
る
前
年
に
聴
講
生
と
し
て
の
経
歴
が
五
名
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
聴
講
生
を
経
由
し
て
本
科
生
へ
と
進
む
道
筋
が
福
岡
女
専
卒
業
者
の
間
に
も
あ
る
程
度
、
浸
透
し
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
調
査
の
進
捗
報
告
の
よ
う
な
雑
駁
な
論
稿
と
な
っ
た
が
、
最
後
に
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
お
く
。

①�

昭
和
一
二
年
四
月
に
同
窓
会
が
作
成
し
た
卒
業
生
の
現
況
調
査
結
果
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
就
職
者
の
な
か
で
も
と
く
に
教
職
に
従
事
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②�
福
岡
女
専
か
ら
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
女
性
は
九
名
を
数
え
る
。
最
初
の
二
名
は
東
北
帝
大
法
文
学
部
に
、
続
く
七
名
は
九
州
帝
大

法
文
学
部
に
入
学
し
た
。

③�

福
岡
女
専
か
ら
初
め
て
帝
国
大
学
本
科
に
入
学
し
た
塩
川
幾
久
は
、
当
時
の
女
子
学
生
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
民
間
会
社
の
勤
務
経

験
を
も
つ
点
、
法
律
を
専
攻
し
て
法
学
士
の
学
位
を
取
得
し
た
点
、
学
生
運
動
で
活
躍
し
た
女
子
学
生
の
嚆
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

点
な
ど
、
近
代
女
性
史
・
女
子
高
等
教
育
史
上
、
注
目
す
べ
き
経
歴
を
も
っ
て
い
る
。

④�

一
九
四
五
年
以
前
、
九
州
帝
大
本
科
に
入
学
し
た
五
名
全
員
に
同
大
学
で
の
聴
講
生
の
経
歴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
聴
講
生
か

ら
本
科
生
へ
と
進
む
道
筋
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

大
学
に
進
学
す
る
女
性
が
極
め
て
稀
な
時
代
に
、
福
岡
女
専
か
ら
は
九
名
も
の
女
性
が
帝
国
大
学
へ
と
進
学
し
た
。
し
か
も
九
名
の

う
ち
、
実
に
七
名
が
学
士
号
を
取
得
し
た
。
な
か
で
も
塩
川
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
経
歴
か
ら
い
っ
て
非
常
に
注

目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
女
子
専
門
学
校
か
ら
帝
国
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
の
歴
史
的
意
義
を
近
代
女
性
史
の
枠
組
み
の
な
か
で
さ
ら

に
見
出
す
た
め
、
今
後
と
も
、
福
岡
女
専
卒
業
者
の
足
跡
に
つ
い
て
は
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

注

（
1
）		

以
下
、
福
岡
女
専
と
略
す
。
な
お
、
開
校
当
初
の
学
校
名
は
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
で
あ
っ
た
が
、
開
校
か
ら
二
年
後
の
一
九
二
五
年
に
福
岡
県
女

子
専
門
学
校
へ
改
称
し
て
い
る
。

（
2
）		

佐
々
木
啓
子
『
戦
前
期
女
子
高
等
教
育
の
量
的
拡
大
過
程
―
政
府
・
生
徒
・
学
校
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
3
）		

湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
―
教
育
機
会
開
放
を
め
ぐ
る
歴
史
―
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
4
）		

永
田
英
明
「
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
女
子
学
生
・
女
性
研
究
者
」（『
東
北
大
学
史
料
館
紀
要
』
九
、
二
〇
一
四
年
）。
以
下
、
永
田
氏
の
所
論
に
つ
い

て
は
す
べ
て
同
論
文
に
よ
る
。
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（
5
）		

福
岡
県
女
子
専
門
学
校
筑
紫
海
会
『
名
簿
』（
昭
和
一
二
年
六
月
）。

（
6
）		

前
掲
註
（
2
）
佐
々
木
著
書
、
一
七
五
頁
。

（
7
）		
筑
紫
海
会
が
一
九
九
五
年
に
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
そ
の
収
集
結
果
は
、
本
文
に
て
述
べ
た
よ
う
に
一
九
二
六
〜
三
二
年
に
か
け
て
卒
業
し
た
六

八
名
か
ら
の
回
答
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
同
時
期
の
卒
業
者
数
の
実
際
は
、
六
八
名
を
大
幅
に
こ
え
る
。
し
た
が
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
で

は
な
く
、
実
際
の
卒
業
者
数
を
も
と
に
就
職
率
を
求
め
て
み
る
と
、
福
岡
女
専
初
期
の
就
職
率
自
体
は
、
平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）		

『
文
部
省
年
報
』
第
七
〇
年
報
復
刻
版
（
印
刷
局
朝
陽
会
、
一
九
七
九
年
）。

（
9
）		

高
橋
次
義
「
旧
制
大
学
に
お
け
る
女
子
入
学
に
関
す
る
一
研
究
―
入
学
資
格
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』

二
〇
、
一
九
八
八
年
）。

（
10
）		

前
掲
註
（
9
）
高
橋
論
文
。
以
下
、
高
橋
氏
の
所
論
に
つ
い
て
は
す
べ
て
同
論
文
に
よ
る
。

（
11
）		

前
掲
註
（
3
）
湯
川
著
書
、
一
九
七
～
二
〇
四
頁
。「
法
文
学
部
規
程
」（『
東
北
大
学
百
年
史
八 

資
料
一
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）、『
東

北
大
学
百
年
史
一 

通
史
一
』（
同
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
二
～
二
六
三
頁
。

（
12
）		

『
官
報
』
三
四
三
一
号
（
大
正
一
二
年
二
月
二
日
）。

（
13
）		

『
福
岡
日
日
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、C

D- R
O

M

版
（
西
日
本
新
聞
社
発
行
）
を
用
い
た
。

（
14
）		

「
女
学
校
出
が
続
々
上
級
学
校
へ
　
女
子
独
立
の
叫
び
　
福
岡
高
女
と
筑
紫
高
女
の
卒
業
生
が
女
専
入
学
志
望
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
大
正
一
三
年
二
月

二
五
日
朝
刊
）。

（
15
）		

東
北
大
学
史
料
館
所
蔵
「
学
生
原
簿
」、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
「
学
籍
名
簿
」
に
よ
る
。

（
16
）		

帝
国
大
学
に
入
学
し
た
家
政
科
の
卒
業
生
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
前
節
に
て
ふ
れ
た
小
林
校
長
の
「
文
科
の
出
身
者
等
で
帝
大
へ
の
志
望

者
は
出
て
来
や
う
が
」
と
の
言
葉
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
政
科
か
ら
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
の

と
こ
ろ
進
学
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
17
）		

佐
喜
本
愛
「
九
州
帝
国
大
学
の
女
子
学
生
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
四
二
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
18
）		

『
河
北
新
報
』
大
正
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
。
前
掲
註
（
11
）『
東
北
大
学
百
年
史
一
』
二
七
一
～
二
七
二
頁
。

（
19
）		

『
婦
女
新
聞
』
一
七
六
二
号
（
一
九
三
四
年
三
月
）。
な
お
、
同
資
料
に
つ
い
て
は
『
婦
女
新
聞
』（
復
刻
版
、
不
二
出
版
、
一
九
八
四
年
）
を
用
い
た
。

（
20
）		

柳
原
敏
昭
「
滝
川
事
件
を
語
り
伝
え
る
一
枚
の
ビ
ラ
―
東
北
大
学
史
料
館
所
蔵
「
大
学
自
由
擁
護
連
盟
を
提
唱
す
」
―
」（『
東
北
大
学
百
年
史
編

纂
室
ニ
ュ
ー
ス
』
一
三
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
滝
川
事
件
と
東
北
帝
国
大
学
」（『
宮
城
歴
史
科
学
研
究
』
六
六
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
21
）		

柳
原
敏
昭
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
な
お
、
前
掲
註
（
20
）
柳
原
論
文
（
二
〇
一
〇
年
）
に
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
一
九
三
三
年
頃
に
学
生
運
動
に
参
加
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福
岡
県
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て

し
た
東
北
帝
大
法
文
学
部
女
子
学
生
と
は
、
塩
川
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
学
生
原
簿
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
塩
川
は
、
東
北
帝
大
の
女
子

学
生
組
織
で
あ
っ
た
芝
蘭
会
に
も
所
属
し
つ
つ
学
生
運
動
に
参
加
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
22
）		
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
永
田
英
明
氏
よ
り
示
唆
を
得
た
。
な
お
一
九
二
五
年
、
九
州
帝
大
法
文
学
部
初
の
女
子
学
生
と
な
っ
た
調
須
磨
子
が
、『
福
岡
日

日
新
聞
』
の
取
材
に
対
し
て
「
東
北
帝
大
に
入
学
し
や
う
か
と
思
ひ
ま
し
た
が
何
分
郷
里
に
は
年
老
ひ
た
父
親
が
居
り
ま
す
の
で
成
る
べ
く
近
い
所
則
ち

九
大
に
入
ら
う
と
思
つ
て
」
と
語
っ
て
い
る
（
佐
喜
本
愛
「
九
州
大
学
の
歴
史
と
女
性
」http:// danjyo.kyushu- u.ac.jp/ activity/ history1 .php

。『
九
州

大
学
百
年
史
』
第
八
巻
資
料
編
Ⅰ
、
二
〇
一
四
年
所
収
「
九
大
最
初
の
女
学
生
」。
な
お
『
九
州
大
学
百
年
史
』
の
同
巻
に
つ
い
て
は
、http:// catalog.

lib.kyushu- u.ac.jp/ handle/2324/1448763/ p416 .pdf

に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
）。
帝
大
法
文
学
部
へ
の
進
学
を
志
す
女
性
に
と
っ
て
真
先
に
念
頭
に
の

ぼ
る
の
が
東
北
帝
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

（
23
）		

川
添
昭
二
「
女
性
の
帝
国
大
学
入
学
に
つ
い
て
―
九
州
大
学
を
中
心
に
―
」（『
福
岡
県
女
性
史
・
女
性
学
ノ
ー
ト
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年
）。

【
謝
辞
】
資
料
調
査
に
あ
た
り
、
東
北
大
学
史
料
館
の
永
田
英
明
氏
（
現
在
は
東
北
学
院
大
学
教
授
）
な
ら
び
に
九
州
大
学
大
学
文
書

館
の
岡
本
正
子
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。


